





 2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は宮城県、福島県、岩手県を中心に甚代な災害









2. 研究対象者：2011 年 6 月 10 日～13 日の東日本大震災被災地復興ボランティア活動に参
加した看護学生 4 名 
3. 研究期間：平成 25 年 8 月１日～平成 25 年 12 月 20 日 
4. データ収集方法：研究の主旨に同意が得られた看護学生 4 名にインタビューガイドを用
い半構成的面接を行った。面接は２回実施し、1 回 30 分程度とし、面接内容は許可を得
IC レコーダーに録音した。面接はプライバシーの保てる場所で行った。 
5. データ分析方法：面接終了後逐語碌を作成し、研究目的に則した文脈や語句を抽出しコ




















○島崎 朱里（神鋼病院），井上 し乃（淀川キリスト教病院），松上 あすみ（西神戸医療セ
ンター），丸山 真実（兵庫県立尼崎病院），鈴木 千絵子（関西福祉大学看護学部）  
Ⅰ．はじめに 



























差は認められなかった（Ｐ=0.227）。看護学部では 3 年より 4 年の方が興味が高かった
（P=0.001）。記述問題では、すべての問題で看護学部の 4 年の正解率（73.3～90.0％）が看
護学部 3 年の正答者率（31.9～72.3％）よりも高く、症状問題においても看護学部の 3 年より
も４年の得点の方が有意に高かった（P=0.014）。 
Ⅳ．結論 
看護学部の学年別で差があったことから認知症症状を教科書や講義だけでなく実際的に学
ぶことの重要性と認知症症状についてリアルに感じられる機会をつくる必要があることが示
唆された。 
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